
荻
生
祖
裸
（
一
六
六
六
’
一
七
二
八
）
が
古
文
辞
を
唱
導
し
て
十
年
、
影
響

は
全
国
に
及
ん
だ
が
、
ひ
と
り
京
洛
か
ら
は
そ
の
門
を
叩
く
者
が
な
か
っ
た
。

か
ね
て
そ
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
た
祖
侠
を
殊
の
外
喜
ば
せ
た
の
は
、
明
霞
宇

野
士
新
（
一
六
九
八
’
一
七
四
五
）
と
士
朗
（
一
七
○
一
’
三
一
）
の
兄
弟
で

あ
る
。
兄
士
新
は
名
は
鼎
、
小
字
は
三
平
、
明
霞
軒
と
号
し
、
家
業
の
運
漕
業

を
厭
っ
て
、
弟
士
朗
、
名
は
鑑
、
も
と
の
字
は
士
茄
、
小
字
は
兵
介
と
と
も

に
、
「
吾
が
家
世
よ
什
一
を
逐
ふ
。
故
に
兄
弟
始
め
て
学
ぶ
と
き
父
祖
の
素
有

る
こ
と
無
し
。
且
た
人
に
非
と
せ
ら
る
」
（
「
士
朗
遺
稿
を
録
す
る
序
」
、
『
明

（
刊
几
）

霞
先
生
遺
稿
』
巻
六
）
と
い
う
よ
う
な
不
利
な
条
件
の
も
と
で
儒
学
を
攻
究

し
、
「
余
、
先
生
と
相
知
る
こ
と
十
年
、
時
を
論
じ
事
を
談
じ
、
肺
肝
を
隠
す

こ
と
莫
し
」
（
「
向
先
生
を
祭
る
文
」
、
同
上
巻
八
）
と
い
う
向
井
槍
洲
（
一

六
六
六
’
一
七
三
こ
の
如
き
人
物
が
周
り
に
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
「
士
朗
遺
稿
を
録
す
る
序
」
に
は
続
け
て
「
是
の
時
に
当
た
り
て
適
た
ま

物
夫
子
の
武
中
に
興
る
と
聞
き
て
、
心
之
れ
に
郷
往
す
。
都
下
朝
夕
す
る
所
無

《
《

き
と
き
に
は
、
叉
師
友
の
助
け
無
く
、
或
は
衆
に
怪
し
ま
る
。
独
だ
二
人
相
依

掎
す
」
と
述
べ
て
も
い
る
よ
う
に
、
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
’
一
七
○
五
）
．

序

京
の
脱
祖
棟
学
派
宇
野
明
霞

東
涯
（
一
六
七
○
’
一
七
三
六
）
父
子
の
古
義
学
の
牙
城
で
讓
園
古
文
辞
学
を

唱
え
る
も
、
や
が
て
一
転
し
て
祖
採
学
の
批
判
者
と
な
り
、
そ
の
道
の
半
ば
で

倒
れ
た
儒
者
で
あ
る
。
次
章
で
見
る
よ
う
に
讓
園
社
中
の
大
方
に
挙
げ
て
歓
迎

・
誘
披
さ
れ
な
が
ら
も
、
こ
の
兄
弟
は
敢
え
て
祖
棟
学
派
に
反
職
す
る
こ
と
を

辞
さ
な
か
っ
た
。
享
保
年
間
に
京
都
で
逸
早
く
祖
侠
学
を
標
梼
し
、
爾
来
祖
棟

そ
の
人
へ
の
尊
敬
は
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
、
程
な
く
祖
侠
学
に
対
し
て
叛
旗
を
翻
す

に
至
っ
た
の
は
何
故
か
。
祖
裸
学
の
京
都
へ
の
導
入
と
否
定
を
、
さ
し
て
長
い

と
も
言
え
ぬ
生
涯
に
お
い
て
敢
行
し
た
理
由
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
小
論
の
目

的
は
達
せ
ら
れ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
併
せ
て
十
八
世
紀
前
半
の
京

都
の
精
神
風
土
の
一
面
を
も
せ
め
て
粗
描
し
た
い
と
い
う
蜀
を
望
む
気
持
も
打

消
し
難
い
。

祖
侠
学
の
流
行
の
様
態
を
鮮
や
か
に
描
い
て
見
せ
た
の
は
那
波
魯
堂
（
一
七

二
七
’
八
九
）
の
『
学
問
源
流
』
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
祖
侠
学
は
享
保

初
年
に
は
江
戸
で
専
ら
行
わ
れ
、
「
京
都
一
天
東
涯
ノ
学
盛
ニ
シ
テ
、
祖
侠
ノ

学
〈
新
奇
ノ
説
ナ
リ
ト
云
人
ハ
ァ
レ
ド
モ
学
プ
人
〈
甚
少
ナ
」
か
つ
た
が
、
そ

の
後
次
第
に
増
え
て
、
「
京
都
一
一
テ
至
テ
盛
ン
二
有
シ
〈
、
祖
侠
没
シ
テ
後
、

一

高
橋
博
巳

四
一
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元
文
ノ
初
年
ヨ
リ
延
享
・
寛
延
ノ
比
マ
デ
十
二
・
三
年
ノ
間
ヲ
甚
シ
ト
ス
。
世

（
２
）

ノ
人
其
説
ヲ
章
ラ
デ
習
フ
コ
ト
信
一
一
狂
ス
ル
ガ
如
」
く
で
あ
っ
た
と
い
う
。
元

文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
伊
藤
東
涯
が
六
七
歳
で
没
し
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ

か
ら
寛
延
末
年
（
一
七
五
○
）
ま
で
が
京
の
沮
侠
学
流
行
の
最
盛
期
と
す
れ

ば
、
明
霞
の
祖
侠
学
へ
の
接
近
が
周
囲
に
先
ん
じ
た
荊
鰊
の
多
い
も
の
で
あ

り
、
更
に
ま
た
祖
侠
学
か
ら
の
離
反
が
流
行
の
真
只
中
で
敢
行
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

『
閑
散
余
録
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

平
介
ガ
祖
侠
へ
入
門
ノ
ワ
ヶ
ハ
、
三
平
兄
弟
カ
ネ
テ
ョ
リ
入
江
若
水
ト
親

シ
。
（
中
略
）
ア
ル
年
、
若
水
獄
訟
ノ
事
有
テ
、
江
戸
一
一
之
テ
官
二
訴

フ
。
故
二
暫
ク
江
戸
二
寓
ス
。
ソ
ノ
頃
祖
侠
門
ヲ
開
テ
復
古
ヲ
唱
フ
。
因

テ
若
水
モ
介
紹
ヲ
求
メ
テ
謁
見
セ
リ
。
帰
郷
ノ
後
三
平
二
逢
テ
、
コ
レ
ヲ

語
り
、
且
告
ル
’
一
祖
採
ノ
門
風
ヲ
以
テ
ス
。
三
平
大
二
悦
ピ
、
其
身
〈
多

病
ニ
シ
テ
遠
遊
シ
難
キ
ヲ
以
テ
、
平
介
二
若
水
ガ
書
翰
ヲ
ソ
ヘ
テ
、
江
戸

（
３
）

二
至
ラ
シ
ム
ル
ト
ナ
リ
。

と
い
う
次
第
で
、
宇
野
兄
弟
の
祖
棟
学
へ
の
関
心
が
入
江
若
水
（
一
六
七
一
’

一
七
二
九
）
に
よ
っ
て
惹
ぎ
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
祖
侠
と
若
水
の
関
係
と
併
せ
て
、
日
野
龍
夫
氏
の
「
入
江
若
水
伝
資

（
ん
螢
）

料
」
に
詳
し
い
が
、
そ
こ
に
引
か
れ
た
南
郭
の
若
水
宛
て
書
簡
に
「
蓋
し
吾
が

祖
侠
翁
の
斯
文
に
主
盟
せ
し
よ
り
、
独
り
京
畿
の
間
に
於
て
隠
然
と
し
て
吾
が

（
５
）

党
に
干
城
た
る
者
は
子
か
」
（
『
南
郭
文
集
』
初
編
巻
九
）
と
見
え
る
の
が
、

讓
園
に
お
け
る
若
水
の
位
置
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
若
水
の
紹
介
で
、

つ
つ

士
朗
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
「
糧
を
千
里
に
裏
ゑ
」
（
「
子
士
茄
に
報
ず
」
、

『
南
郭
文
集
』
初
編
巻
十
）
霊
園
に
遊
ん
で
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
し
て
「
買
生

（
侯
Ｕ
）

復
た
洛
に
生
ず
」
（
「
子
季
子
に
贈
る
序
」
、
『
祖
侠
集
』
巻
十
一
）
と
言
わ

し
め
、
翌
享
保
十
年
に
帰
京
し
て
い
る
。
山
県
周
南
（
一
六
八
七
’
一
七
五

す
で

二
）
に
よ
れ
ば
、
士
朗
は
帰
京
に
際
し
て
「
業
已
に
規
矩
を
受
く
。
乃
ち
其

の
分
数
の
若
き
は
、
則
ち
鑑
や
請
ふ
自
ら
試
み
ん
」
（
「
千
士
茄
を
送
る
序
」
、

へ
弓
“
’
）

『
周
南
文
集
』
巻
五
）
と
そ
の
抱
負
を
語
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

無
論
、
南
郭
・
金
華
等
の
周
旋
に
よ
っ
て
宇
野
兄
弟
は
そ
の
後
も
讓
園
グ
ル

ー
プ
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
南
郭
は
在
京
の
玄
海
に
宛
て
て
、

さ
壁
に

乃
者
干
生
兄
弟
を
知
る
。
京
人
な
り
。
夙
已
に
我
が
赤
城
に
興
起
す
。
則

ち
亦
た
皆
な
矯
矯
と
し
て
人
に
下
ら
ず
。
小
子
は
客
歳
東
遊
し
て
社
盟
に

与
か
る
こ
と
を
得
。
其
の
志
を
扣
け
ば
則
ち
謂
は
ゆ
る
文
王
無
き
と
雌
も

猶
ほ
興
る
者
な
り
。
乃
ち
巳
に
五
月
（
享
保
十
年
ｌ
注
）
を
以
て
帰
り
ぬ
。

大
子
は
則
ち
音
を
寄
せ
て
以
て
歓
す
。
已
に
一
た
び
面
を
見
る
者
の
若

し
。
京
師
王
化
、
人
無
し
と
言
ふ
可
か
ら
ざ
る
こ
と
是
の
如
し
。
近
ご
ろ

ひ
さ

干
生
に
報
ず
る
書
に
頗
る
師
の
事
に
及
ぶ
。
師
の
京
に
流
し
き
が
為
に
願

は
く
は
一
た
び
周
旋
せ
よ
。
庶
幾
く
は
与
に
語
る
可
し
。
（
「
玄
海
師
に
報

ず
」
、
『
南
郭
文
集
」
初
編
巻
十
）

と
書
き
送
っ
て
い
る
。
京
に
あ
っ
て
は
玄
海
の
ほ
か
に
も
、
ま
た
大
潮
（
一
六

七
六
’
一
七
六
八
）
に
つ
い
て
詩
と
唐
音
を
学
ん
だ
こ
と
、
夙
に
石
崎
又
造
氏

（
○
○
）

の
『
支
那
俗
語
文
学
史
』
に
説
述
が
あ
る
。

明
霞
は
こ
う
し
て
「
新
奇
ノ
説
」
を
学
び
、
か
つ
批
判
し
た
と
い
う
ば
か
り

こ
．
れ

で
な
く
、
ま
た
そ
の
詩
に
「
杜
門
所
好
に
従
へ
ぼ
、
人
事
自
違
ふ
こ
と
多

し
」
（
「
感
有
り
」
、
『
明
霞
遺
稿
』
巻
二
）
と
い
う
よ
う
に
、
世
人
こ
れ
を

↑
』

「
閉
戸
先
生
」
と
称
し
、
弟
子
の
大
典
（
一
七
一
九
’
一
八
○
一
）
も
「
維
れ

昔
宇
夫
子
、
世
を
挙
げ
て
狂
狽
と
目
す
」
（
「
片
孝
秩
に
贈
る
」
、
『
小
雲
棲
稿
』

四
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宇
野
兄
弟
の
祖
棟
学
へ
の
接
近
は
、
士
朗
が
「
蓋
し
余
と
吾
が
兄
と
始
め
て

学
ぶ
と
き
は
、
物
先
生
の
『
文
戒
」
を
得
て
之
れ
を
読
み
、
得
る
こ
と
有
る
者

（
、
）

の
若
し
」
（
「
弾
金
華
稿
朏
の
後
に
題
す
」
、
『
名
公
四
序
評
』
所
収
）
と
い
う

よ
う
に
、
主
と
し
て
文
章
へ
の
関
心
に
端
を
発
す
る
も
の
の
よ
う
だ
。
士
朗
が

「
杉
以
成
に
与
ふ
る
書
」
に
お
い
て
、

世
俗
の
儒
は
唯
だ
倭
訓
之
れ
守
り
、
復
た
文
の
華
物
為
る
を
知
ら
ず
。
物

子
は
則
ち
之
れ
を
正
す
、
一
な
り
。
文
は
唯
だ
欧
蘇
に
奴
隷
し
て
議
論
是

れ
務
む
。
物
子
は
則
ち
李
王
古
文
辞
を
偶
ふ
、
二
な
り
。
詩
は
唯
だ
宋
元

ｉ

の
余
、
或
は
唐
を
称
す
と
雌
も
大
暦
に
上
ら
ず
。
物
子
は
則
ち
盛
唐
若
し

く
は
李
王
を
称
す
、
三
な
り
。
伊
仁
斎
・
僧
玄
光
の
属
も
亦
た
当
時
の
能

な
ほ

文
な
る
者
に
し
て
尚
倭
病
有
る
を
免
れ
ず
。
而
る
に
入
未
だ
之
れ
識
ら

ず
。
物
子
は
則
ち
之
れ
を
斥
け
以
て
戒
を
為
す
、
四
な
り
。
仁
斎
は
古
学

を
脳
へ
其
の
説
は
一
に
程
朱
斯
れ
廃
す
る
に
出
づ
。
物
子
は
則
ち
程
朱
を

（
ｕ
）

挙
げ
て
以
て
其
の
弊
を
救
ふ
、
五
な
り
。
（
．
『
宇
士
朗
遺
稿
』
巻
五
）

と
い
う
の
を
見
れ
ば
、
兄
弟
の
か
か
る
祖
侠
学
評
価
が
『
訳
文
筌
蹄
』
や
『
讓

園
随
筆
』
段
階
の
主
張
に
副
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
同
じ
書
簡
の

（
９
）

巻
一
）
と
詠
ん
で
い
る
如
く
、
自
他
と
も
に
世
間
と
反
り
の
合
わ
な
い
性
格

を
認
め
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
「
狂
硝
」
と
は
無
論
「
狂
者
は
進
象
取
る
。

狽
者
は
為
さ
ざ
る
所
有
る
な
り
」
（
『
論
語
』
子
路
篇
）
を
踏
ま
え
て
お
り
、

「
進
取
」
す
な
わ
ち
沮
侠
学
の
摂
取
お
よ
び
批
判
と
、
「
不
為
」
す
な
わ
ち
一

種
の
非
社
会
性
と
の
組
み
合
わ
せ
が
、
却
っ
て
人
を
惹
き
付
け
る
遠
因
と
も
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。

4■■■■■
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中
で
更
に
「
物
子
も
始
め
は
亦
た
文
人
と
し
て
自
ら
居
る
。
蓋
し
宋
学
に
疑
ひ

有
り
て
、
未
だ
其
の
解
を
得
ず
、
経
術
を
以
て
自
ら
居
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
な

り
。
晩
節
に
乃
ち
経
術
を
以
て
自
負
す
る
は
、
得
る
所
有
る
な
り
。
夫
れ
其
の

文
辞
を
以
て
す
る
の
ゑ
も
亦
た
既
に
偉
な
り
。
況
ん
や
合
す
る
に
経
術
を
以
て

す
る
を
や
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
の
後
の
「
文
辞
」
か
ら
「
経
術
」
へ
の

祖
侠
学
に
お
け
る
力
点
の
移
動
を
押
さ
え
た
も
の
で
、
祖
侠
学
を
ト
ー
タ
ル
に

把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

い
ま
兄
弟
の
学
問
が
「
文
辞
」
へ
の
関
心
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
点
に
注
目
す

れ
ば
、
先
ず
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
清
田
僧
要
に
よ
っ
て
「
宇
士
新
ノ
訓
点
〈

（
皿
）

鍵
紹
述
ガ
文
、
解
大
紳
ガ
害
二
同
ジ
」
（
『
芸
苑
譜
』
）
と
評
さ
れ
た
訓
読
の

仕
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
面
で
の
明
霞
の
仕
事
は
後
に
大
典
に
よ
っ
て
受
け
継

が
れ
『
詩
語
解
』
・
『
文
語
解
』
と
し
て
集
成
さ
れ
る
が
、
「
詩
語
解
題
引
」
で

は
、

夫
れ
物
に
形
有
り
、
心
有
り
て
后
に
声
有
り
。
声
有
り
て
后
に
音
生
ず
。

音
生
じ
て
后
に
義
成
る
。
義
成
り
て
后
に
字
形
は
る
。
字
は
人
な
り
、
音

（
画
）

は
天
な
り
。
故
に
字
義
を
明
さ
ん
と
欲
せ
ぱ
必
ず
音
を
本
と
為
す
。

と
説
か
れ
て
お
り
、
「
文
語
解
凡
例
」
に
は
、

今
ノ
字
イ
マ
ト
云
ヨ
リ
シ
テ
発
端
ノ
辞
ト
ナ
リ
、
叉
転
ジ
テ
モ
シ
ノ
義
ト

ナ
ル
、
今
有
し
漢
二
玉
於
戸
此
ノ
類
ハ
モ
シ
イ
マ
ノ
義
ト
ナ
レ
ド
モ
・
今
有
二
少

卒
暴
二
起
一
ゞ
ト
ノ
類
ハ
モ
シ
ノ
義
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
イ
マ
ノ
意
〈
ナ
シ
。
凡

字
義
ノ
展
転
ス
ル
コ
ト
多
ク
コ
ノ
類
一
一
シ
テ
字
書
訓
詰
ノ
ッ
ク
ス
所
二
非

ズ
。
学
者
旧
来
ノ
倭
読
二
泥
テ
義
意
ニ
ク
ラ
キ
コ
ト
多
シ
。
士
新
ノ
訳
法

（
“
）

ァ
’
一
千
古
ノ
発
明
ナ
ラ
ズ
ャ
。

へ
鴫
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
訳
を
以
て
訓
点
と
」
（
清
田
僧
曳
『
芸
苑
談
』
）

四
四



す
る
行
き
方
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
訳
文
筌
蹄
初
編
』
で
、

先
づ
崎
陽
之
学
を
為
し
、
教
ふ
る
に
俗
語
を
以
て
し
、
詞
す
る
に
華
音
を

以
て
し
、
訳
す
る
に
此
の
方
の
僅
語
を
以
て
し
て
、
絶
し
て
和
訓
廻
環
の

へ
肥
）

読
み
を
作
さ
し
め
ず
。

と
説
い
た
祖
侠
の
主
張
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
柤
侠
は
し
か
し
直
ち
に
後
退
し

て
、
「
此
の
方
の
読
法
」
に
よ
っ
て
「
哩
言
」
で
解
説
す
る
と
い
う
次
善
の
方

法
を
提
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
明
霞
の
採
用
し
た
「
訳
法
」
で
も

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

兄
弟
に
影
響
を
与
え
た
「
文
戒
」
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
入
江
若
水
の

（
町
）

周
旋
に
よ
っ
て
出
刊
を
見
た
『
讓
園
随
筆
』
巻
五
に
付
録
と
し
て
載
せ
ら
れ
た

「
柤
侠
先
生
口
語
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
「
文
章
」
は
「
中
華
の
人
の
語
言
」

で
あ
り
、
そ
れ
を
書
く
た
め
に
は
「
和
字
」
・
「
和
句
」
・
「
和
習
」
を
避
け
る

べ
き
こ
と
が
実
例
を
挙
げ
て
説
明
さ
れ
、
問
題
は
「
和
訓
転
倒
の
読
」
に
存
す

（
肥
）

る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
説
を
宇
野
兄
弟
が
ど
う
受
け
と
め
た
か
に
つ
い
て

は
、
先
引
の
大
典
の
文
章
か
ら
も
推
測
で
き
る
が
、
更
に
次
の
士
朗
の
文
章
に

つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
・
「
音
を
論
ず
」
と
題
さ
れ
た
文
章
で
、
士
朗
は
、

夫
れ
字
に
形
有
り
、
音
有
り
。
手
の
画
く
所
に
し
て
目
の
猪
る
所
は
是
れ

形
な
り
。
口
の
出
だ
す
所
に
し
て
耳
の
受
く
る
所
は
是
れ
音
な
り
。
二
者

備
は
り
、
然
る
後
に
其
の
義
在
り
。
（
『
宇
士
朗
遺
稿
』
巻
四
）

大
典
の
解
説
に
比
べ
れ
ば
素
朴
な
が
ら
、
士
朗
は
こ
こ
で
「
字
」
を
「
形
」
と

「
音
」
と
の
二
面
か
ら
捉
え
て
「
義
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
「
形
」
と

「
音
」
は
切
り
離
せ
ず
、
「
音
通
ず
る
者
は
其
の
義
も
亦
た
通
ず
。
音
近
ぎ
者

は
其
の
義
も
亦
た
近
し
。
辞
に
軽
重
・
緩
急
有
り
、
音
に
由
ら
ざ
る
莫
し
」

（
同
上
）
と
し
て
、
「
四
声
・
五
音
・
清
濁
・
軽
重
」
に
言
及
し
、
日
本
語
と

の
違
い
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
続
け
て
、

今
、
害
を
覧
る
者
、
唯
だ
其
の
形
を
賭
て
其
の
音
を
知
ら
ず
、
徒
だ
倭
読

を
事
と
す
。
倭
読
は
読
に
非
ざ
る
な
り
。
訳
の
不
当
、
影
響
の
間
に
在
る

者
の
ゑ
。
（
同
上
）

と
い
う
。
「
字
は
華
物
」
で
あ
る
か
ら
「
倭
読
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
も
「
音
」
さ
え
わ
か
れ
ば
書
を
解
し
、
文
が
作
れ
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
。
読
書
の
際
に
「
口
は
下
調
す
る
と
雛
も
、
目
或
は
上
視
」

と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
音
を
習
う
の
は
無
益
か
と
い
え

ば
無
論
そ
う
で
は
な
く
、

蓋
し
読
書
の
法
、
目
以
て
心
に
処
り
、
口
以
て
字
を
歩
ま
せ
、
力
を
用
ふ

る
は
目
に
在
り
、
習
ふ
所
は
口
に
在
り
。
然
る
後
、
華
に
全
き
を
得
る
な

り
。
（
同
上
）

と
士
朗
は
い
い
、
「
心
目
」
と
「
口
舌
」
の
双
方
を
重
視
し
て
、
特
に
「
音
」

に
「
熟
習
」
す
る
こ
と
を
説
い
て
「
華
音
は
正
路
」
で
あ
り
、
「
倭
読
は
捷
径
」

で
あ
る
こ
と
を
力
説
す
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
祖
侠
が
『
訳
文
筌
蹄
初
編
』
で

「
書
を
読
む
は
書
を
看
る
に
如
か
ず
」
と
し
て
「
耳
口
」
は
扱
置
き
、
万
国
共

通
の
「
一
双
の
眼
」
で
も
っ
て
、
或
い
は
「
心
と
目
」
で
「
義
趣
の
外
に
、
別

に
一
種
の
気
象
」
ま
で
読
み
取
ろ
う
と
す
る
の
を
、
こ
れ
は
や
は
り
「
字
」
の

「
形
」
だ
け
を
見
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
批
判
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
「
音
」
重
視
は
ま
た
明
霞
に
お
い
て
も
、
「
夏
音
行
重
ね
て
文
琵

に
贈
す
」
（
『
明
霞
遺
稿
』
巻
一
）
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
明
霞
は
、

東
海
忽
ち
興
る
物
夫
子

先
覚
沈
約
と
比
す
る
に
堪
ふ

な

楚
人
自
お
愛
す
許
行
が
言

四
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空
し
く
田
生
を
し
て
此
に
望
せ
し
む

と
い
う
の
を
自
ら
註
し
て
「
国
初
に
猩
窩
藤
先
生
有
り
。
是
れ
自
り
以
来
、
文

学
日
に
興
り
、
而
も
皆
夏
音
を
事
と
せ
ず
。
物
先
生
始
め
て
其
の
非
を
知
る
。

沈
約
が
音
を
知
る
者
に
似
る
こ
と
有
り
」
と
記
し
、
更
に
、

田
生
や
是
れ
一
邦
彦

宇
子
に
結
交
し
て
徒
だ
狂
狽

共
に
知
る
物
子
は
天
下
の
賢

あ

腿
尺
相
慕
ひ
て
相
見
は
ず

く
だ

泰
頽
梁
壊
心
肝
催
く

把
快
仰
ぎ
看
る
浮
雲
の
変
ず
る
を

と
詠
じ
て
い
る
。
「
田
生
文
蓋
」
と
は
田
中
大
観
（
一
七
一
○
’
三
五
）
の
こ

と
で
、
「
田
文
誌
墓
砺
銘
」
（
『
明
霞
遺
稿
』
巻
八
）
に
は
「
君
の
学
に
於
け

る
師
承
す
る
所
無
く
、
意
一
世
を
不
可
と
し
、
独
り
三
河
の
物
茂
卿
先
生
を
慕

ふ
」
と
い
う
一
条
が
見
え
る
ほ
か
、
父
由
真
の
門
人
・
中
根
元
圭
（
一
六
六
二

（
”
〉

’
一
七
三
三
）
に
つ
い
て
算
術
と
天
文
に
通
じ
、
ま
た
「
梢
に
呉
音
を
操
し
、

頗
に
俗
語
を
解
し
、
博
く
近
世
の
小
説
を
覧
て
其
の
小
説
を
訳
す
る
、
当
世
比

莫
し
。
（
中
略
）
経
伝
字
句
に
至
る
も
亦
た
発
明
す
る
所
有
り
」
（
同
上
）
と

い
う
よ
う
に
、
多
彩
な
活
動
で
短
い
生
涯
を
飾
っ
た
印
象
的
な
人
物
で
あ
る

が
、
彼
の
名
は
ま
た
『
名
公
四
序
評
』
の
中
に
明
霞
と
並
ん
で
「
友
人
田
噴

（
加
）

補
」
と
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
一
一

「
雌
黄
の
癖
」
（
「
田
文
蓋
に
復
す
る
書
」
、
『
明
霞
遺
稿
』
巻
八
）
が
嵩
じ

て
病
膏
育
に
入
っ
た
観
の
あ
る
田
中
大
観
と
明
霞
は
沮
侠
は
と
も
か
く
と
し
て

南
郭
以
下
の
讓
園
社
中
の
文
章
の
乱
れ
を
看
過
し
得
ず
、
享
保
十
一
’
三
年

「
弾
金
華
稿
洲
」
を
、
続
い
て
『
名
公
四
序
評
』
（
享
保
十
五
・
六
年
序
）
を

執
筆
し
て
、
祖
侠
学
派
批
判
の
口
火
を
切
っ
た
。
明
霞
に
よ
れ
ば
、

始
め
物
子
、
文
章
を
伯
へ
循
々
と
人
を
誘
ひ
終
日
倦
ま
ず
。
士
朗
の
従
遊

す
る
に
及
ぶ
比
は
則
ち
大
に
然
ら
ず
。
筍
し
操
触
属
辞
す
れ
ば
刺
ち
其
の

業
を
許
し
復
た
規
す
所
無
し
。
蓋
し
始
僧
の
時
、
夷
夏
を
弁
じ
、
雅
俗
を

別
ち
、
今
古
を
論
じ
、
以
て
之
れ
を
諭
す
。
巳
に
し
て
其
の
人
多
く
業
を

成
さ
ず
。
乃
ち
黙
し
て
言
は
ず
。
其
の
心
に
謂
へ
ら
く
、
耀
齪
と
弁
斥
す

れ
ば
彼
が
志
気
を
沮
む
、
其
の
業
漸
に
進
め
ば
自
ら
に
其
の
非
を
知
ら

ん
、
不
言
の
教
へ
才
を
育
す
る
に
庶
幾
す
と
。
（
前
掲
「
田
文
涯
に
復
す

る
書
」
）

と
い
う
次
第
で
、
祖
棟
が
最
後
に
『
学
則
』
を
著
わ
し
た
の
も
「
論
し
二
三
子

の
益
を
求
め
ざ
る
を
知
り
、
近
き
を
棄
て
て
遠
き
に
教
ふ
る
」
（
同
上
）
た
め

で
あ
っ
た
と
さ
え
い
う
。
祖
侠
学
の
草
創
期
に
採
ら
れ
て
い
た
教
育
方
針
は
中

途
で
変
更
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
平
野
金
華
（
一
六
八
八
’
一
七
三
二
）
の
よ
う

な
詩
を
別
に
す
れ
ば
文
章
は
範
と
す
る
に
足
り
な
い
人
の
文
集
が
編
ま
れ
、

「
後
生
少
年
」
輩
を
誤
ら
せ
る
よ
う
な
虞
が
出
て
き
た
。
明
霞
は
い
う
。

余
、
子
和
（
金
華
）
の
文
を
観
る
に
、
倭
字
有
り
、
倭
句
有
り
、
倭
気
有
り
、

古
を
用
ひ
て
毎
に
繕
り
、
自
運
妄
多
し
。
叙
事
に
窪
無
く
或
は
辞
を
得

ず
。
持
論
当
ら
ず
、
又
定
見
無
し
。
（
「
附
弾
金
華
稿
州
」
巻
首
）

し
か
し
祖
裸
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
「
土
伯
曄
を
送
る
序
」
（
『
祖
採
集
』
で

は
巻
十
一
所
収
）
に
つ
い
て
、
「
韓
柳
も
蜥
づ
る
色
有
り
、
況
し
て
後
人
を

や
。
」
（
『
名
公
四
序
評
』
）
と
絶
賛
し
、
大
観
も
同
様
に
「
物
子
の
文
は
華
夏

と
雛
も
其
の
比
を
難
ん
ず
。
一
二
の
疵
累
は
古
の
作
者
と
雌
も
之
れ
有
り
。
蓋

四
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し
一
時
偶
た
ま
誤
る
の
み
。
服
・
平
諸
子
の
若
き
は
則
ち
知
ら
ず
し
て
之
れ
を

為
す
者
、
日
を
同
じ
う
し
て
談
ず
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
（
同
上
）
と
評
し
て
、
祖

係
と
そ
の
門
下
た
ち
と
を
峻
別
し
た
。
士
朗
も
ま
た
『
名
公
四
序
評
』
に
序
し

て
い
う
。

物
夫
子
、
蒜
し
恒
言
有
り
て
日
は
く
、
大
な
る
者
を
立
つ
れ
ぱ
、
小
な
る

者
之
れ
に
従
ひ
、
大
な
る
者
は
大
生
し
、
小
な
る
者
は
小
生
す
と
。
則
ち

夫
の
二
三
子
に
於
て
、
牽
か
ず
、
抑
へ
ず
、
以
て
其
の
生
を
俟
つ
者
の

み
。
鑑
、
嘗
て
夫
子
に
侍
す
。
夫
子
日
は
く
、
学
は
必
ず
三
備
し
て
三
成

す
。
経
術
な
り
、
政
事
な
り
、
文
辞
な
り
。
若
し
岐
し
て
以
て
三
と
為
し

て
、
其
の
一
を
去
る
と
き
は
、
成
る
所
無
き
な
り
と
。
乃
ち
夫
の
二
三

子
、
独
り
其
の
文
辞
の
み
を
以
て
す
る
と
き
は
、
夫
子
の
言
或
は
未
だ
之

れ
聞
か
ざ
る
な
り
。
大
な
る
者
且
つ
未
だ
し
な
り
、
何
ぞ
小
な
る
者
に
於

て
有
ら
ん
や
。
（
中
略
）
葱
の
評
や
、
以
て
物
夫
子
の
志
を
弁
ず
る
な
り
。

以
て
党
せ
ざ
る
を
示
す
な
り
。

こ
の
文
章
は
京
で
柤
棟
学
が
盛
行
す
る
数
年
前
の
享
保
十
五
・
六
年
に
執
筆
さ

れ
た
士
朗
の
い
わ
ば
白
鳥
の
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
士
朗
は
、
祖
侠
の
「
先
づ
其

（
副
）

の
大
な
る
者
を
立
つ
れ
ぱ
、
小
な
る
者
自
か
ら
至
る
」
（
『
弁
道
』
）
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
「
学
」

は
「
経
術
」
．
「
政
事
」
・
「
文
辞
」
の
い
ず
れ
を
欠
い
て
も
成
り
立
ち
難
い
と

し
な
が
ら
、
現
実
に
は
「
文
辞
」
の
徒
の
ゑ
を
周
囲
に
集
め
、
「
大
な
る
老
」

は
お
ろ
か
「
小
な
る
者
」
さ
え
立
ち
難
い
状
況
に
あ
る
。
祖
侠
は
人
材
を
養
成

し
よ
う
と
し
て
、
「
服
・
平
二
子
」
の
如
き
不
完
全
な
文
人
を
育
て
た
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
か
く
て
「
物
夫
子
の
志
を
弁
ず
る
」
作
業
は
、
も
は
や
「
文

辞
」
の
み
に
対
象
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

四

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
江
戸
を
発
つ
に
当
た
っ
て
、
士
朗
が
「
業
已
に
規

矩
を
受
く
。
乃
ち
其
の
分
数
の
若
き
は
則
ち
鑑
や
請
ふ
自
ら
試
み
ん
」
（
前
引
）

と
言
い
放
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
。
「
分
数
」
は
「
自
ら
試
糸
」

よ
う
と
い
う
言
い
方
に
は
、
既
に
当
時
の
柤
侠
学
派
に
対
す
る
不
満
の
意
が
表

明
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
帰
京
後
間
も
な
く
平
野
金
華
よ
り
「
乃

ち
聞
く
、
足
下
既
已
に
奮
然
と
し
て
其
の
幟
を
樹
て
、
時
々
同
人
と
経
国
の
事

を
講
ず
と
。
愉
快
何
ぞ
極
ま
ら
ん
」
（
「
子
士
茄
に
復
す
る
書
」
、
『
金
華
稿

（
”
）

洲
』
巻
五
）
と
い
う
手
紙
が
届
い
た
返
事
に
、
士
朗
が
次
の
よ
う
に
答
え
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
先
の
推
測
も
あ
な
が
ち
見
当
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

足
下
聞
く
、
僕
の
幟
を
洛
下
に
建
て
以
て
告
ぐ
と
い
ふ
は
、
過
ま
て

り
。
僕
、
窮
居
の
門
に
雌
伏
し
履
跡
無
し
。
然
れ
ど
も
敢
え
て
来
者
を
拒

む
に
非
ず
し
て
、
交
遊
自
ら
疎
な
り
。
唯
だ
僕
の
罷
駕
、
勉
励
僻
ら
ず
と

雌
も
未
だ
樹
立
す
る
所
有
ら
ず
。
自
ら
視
る
こ
と
献
然
た
ら
ぱ
則
ち
人
の

知
る
莫
き
は
固
よ
り
其
の
所
な
り
。
凡
そ
僕
の
務
む
る
は
外
に
在
ら
ず
し

て
内
に
在
り
。
而
し
て
其
の
世
に
知
ら
る
る
を
僕
つ
は
今
日
に
在
ら
ず
し

て
異
日
に
在
り
。
亦
た
何
ぞ
幟
を
之
れ
建
て
ん
や
。
（
「
平
子
和
に
与
ふ
る

書
」
第
二
、
『
宇
士
朗
遺
稿
』
巻
五
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
の
伝
聞
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
実
「
僕
の
務
む
る
は

外
に
在
ら
ず
し
て
内
に
在
り
」
と
宣
言
し
、
更
に
「
世
に
知
ら
る
る
を
」
将
来

に
期
す
る
な
ど
、
む
し
ろ
並
々
な
ら
ぬ
抱
負
を
語
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。

の
ゑ
な
ら
ず
祖
侠
宛
て
第
二
書
簡
に
は
「
徒
ら
に
秦
漢
を
慕
称
し
て
劉
句
摘

字
、
沽
々
と
し
て
自
ら
喜
ぶ
者
は
、
則
ち
鑑
や
亦
た
為
す
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
の
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み
」
（
『
宇
士
朗
遺
稿
』
巻
五
）
と
い
う
一
節
が
見
え
る
。
「
経
国
の
事
」
に
つ

い
て
は
今
詳
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
「
秦
漢
」
古
文
辞
に
つ
い
て
は
『
明
霞
遺

稿
』
に
説
が
備
わ
る
。
性
々
に
し
て
見
受
け
ら
れ
る
古
文
辞
イ
コ
ー
ル
模
擬
剰

窃
と
い
う
安
易
な
態
度
を
斥
け
て
い
う
。

夫
れ
辞
の
尚
ぶ
可
き
は
古
に
在
り
て
古
人
自
ら
に
其
の
意
を
述
す
。
意
の

達
す
る
所
は
我
に
在
り
て
、
後
世
辞
を
作
る
こ
と
を
得
ず
。
古
の
用
ふ
可

き
者
は
辞
に
し
て
、
後
世
は
辞
無
し
。
（
中
略
）
模
擬
の
至
り
は
古
と
徒

と
為
り
、
古
に
役
せ
ら
れ
ず
、
変
化
之
れ
得
た
る
な
り
。
心
の
欲
ふ
所
に

従
ふ
と
も
矩
を
勵
え
ず
。
変
化
未
だ
模
擬
せ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ず
、
模
擬
未

だ
変
化
せ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ず
。
変
化
し
て
神
正
し
、
模
擬
し
て
格
存
す
。

古
辞
涯
有
り
て
吾
が
意
涯
無
し
。
涯
有
る
を
以
て
、
涯
無
き
に
随
へ
ぱ
窮

こ
れ

す
る
な
り
。
辞
は
涯
有
り
て
法
は
則
涯
無
し
。
涯
無
き
を
以
て
涯
無
き

に
臆
ふ
。
然
る
後
、
古
文
窮
す
る
こ
と
無
し
。
（
「
林
君
実
を
送
す
る

序
」
、
巻
六
）

こ
こ
で
明
霞
は
「
模
擬
剰
窃
」
と
古
文
辞
本
来
の
「
擬
議
変
化
」
を
区
別
す
る
。

祖
侠
に
あ
っ
て
見
易
い
例
と
し
て
詩
論
を
引
け
ば
、
『
訳
文
筌
蹄
初
編
』
巻

首
に
も
い
う
よ
う
に
、
詩
に
お
い
て
重
要
な
の
は
「
意
味
」
で
は
な
く
て
「
語

言
」
で
あ
り
、
「
唐
詩
の
語
」
を
「
分
類
抄
出
」
し
て
そ
の
「
語
言
」
を
用
い
て

詩
を
組
み
立
て
る
こ
と
を
奨
め
て
い
る
。
殊
に
初
心
者
に
対
し
て
は
そ
の
傾
向

が
強
く
、
南
郭
が
「
鶯
湖
侯
に
答
ふ
」
（
『
南
郭
文
集
』
四
編
巻
十
）
に
お
い
て
、

昔
人
有
り
。
自
ら
詩
格
の
覚
え
ず
卑
に
堕
つ
る
を
患
ふ
る
者
に
、
物
子
之

れ
に
教
ふ
る
に
調
に
依
り
て
思
を
構
へ
、
辞
を
得
て
篇
を
作
す
こ
と
を
以

て
す
。
先
づ
盛
唐
諸
名
家
の
合
作
句
調
に
闇
熟
し
て
、
而
し
て
後
此
の
事

に
習
ふ
の
ゑ
。
必
ず
し
も
先
に
意
を
立
て
ず
。
一
唯
に
古
人
に
似
ん
こ
と

を
求
む
。
此
れ
亦
た
一
道
な
り
。

と
い
う
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
書
簡
で
南
郭
は
、

夫
れ
詩
は
題
に
臨
み
て
意
を
命
じ
、
興
に
就
き
て
辞
を
得
る
は
固
よ
り
な

り
。
而
し
て
叉
調
を
以
て
辞
を
得
、
辞
に
従
ひ
て
意
を
得
る
者
有
り
。
但

だ
先
に
意
を
設
け
ざ
れ
ぱ
、
則
ち
体
も
亦
た
立
ち
難
く
、
往
往
佳
句
有
り

と
雌
も
主
意
貫
せ
ず
、
前
後
偏
墜
、
一
篇
を
成
し
難
し
。

と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
祖
裸
ほ
ど
「
語
言
」
に
重
き
を
置
か
ず
、
「
辞
」

と
「
意
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
巧
み
に
と
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
早
く
「
島
帰

徳
に
与
ふ
」
（
『
南
郭
文
集
』
初
編
巻
十
）
に
お
い
て
、
「
詩
は
蓋
し
事
に
即
ぎ

興
に
感
ず
」
と
明
言
し
、
更
に
、

蓋
し
僕
の
志
は
以
為
へ
ら
く
擬
倣
の
作
は
実
に
其
の
人
を
奪
ひ
て
僅
か
に

為
す
可
き
な
り
。
然
ら
ず
ん
ぱ
少
し
く
避
け
ん
の
承
。
（
同
上
）

と
言
い
副
え
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
南
郭
に
は
一
貫
し
た
態
度
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

い
ま
右
に
見
た
例
を
借
り
て
、
明
霞
の
い
う
「
模
擬
剰
窃
」
と
「
擬
議
変

化
」
の
違
い
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
明
霞
に
よ
れ
ば
「
辞
」
は
「
古
」
に
在
っ
て

「
後
世
」
に
は
な
い
。
一
方
「
意
」
は
外
で
も
な
く
「
我
」
に
在
る
。
「
古
」

の
「
辞
」
を
用
い
て
「
・
後
世
」
の
「
我
」
の
「
意
」
を
表
現
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。
こ
れ
が
明
霞
の
問
題
で
あ
り
、
既
に
詩
に
お
い
て
南
郭
が
解
決

し
た
問
題
を
、
明
霞
は
文
章
に
お
い
て
解
こ
う
と
し
た
の
だ
と
言
え
る
。
そ
の

た
め
に
明
霞
は
「
模
擬
」
と
「
変
化
」
を
均
衡
さ
せ
、
「
古
辞
涯
有
り
て
吾
が

意
涯
無
し
」
と
い
う
不
等
式
を
「
法
」
と
「
意
」
の
等
式
に
変
え
よ
う
と
す

る
。
古
文
辞
に
批
判
的
な
太
宰
春
台
（
一
六
八
○
’
一
七
四
七
）
も
「
古
文
辞

た

家
徒
だ
古
辞
を
択
ぶ
こ
と
を
知
り
て
、
古
法
を
知
ら
ず
」
（
「
李
干
麟
の
文
を
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（
調
）

読
む
」
、
『
紫
芝
園
後
稿
』
巻
十
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
明
霞
は
ま
さ
に
そ

の
「
法
」
に
よ
っ
て
「
古
辞
」
の
活
用
を
図
り
、
有
限
の
「
古
辞
」
を
無
限
の

「
意
」
に
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
に
、
脱
祖
侠
学
派
の
面
目
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
大
典
に
よ
れ
ば
、

夫
れ
心
は
言
に
由
り
て
顕
は
れ
、
言
は
文
に
由
り
て
伝
は
る
。
故
に
文
の

用
は
言
ふ
所
を
言
ひ
、
叙
る
所
を
叙
る
に
在
り
。
今
の
文
を
学
ぶ
者
、
皮

を
唐
宋
に
鰐
せ
、
歩
を
秦
漢
に
学
ぶ
と
日
ふ
と
雌
も
、
其
の
日
用
の
事

態
、
言
ふ
所
を
言
ひ
叙
る
所
を
叙
る
に
お
い
て
、
文
、
意
に
因
り
て
転
ず

る
こ
と
能
は
ず
。
筆
、
物
に
随
ひ
て
運
ぷ
こ
と
能
は
ず
。
是
の
若
く
し
て

何
ぞ
文
を
用
ひ
ん
。
此
れ
他
無
し
。
脚
、
実
を
蹄
ま
ず
、
徒
ら
に
虚
に
漏

ら
ん
と
欲
す
。
未
だ
海
を
越
え
て
西
す
る
こ
と
能
は
ず
。
何
ぞ
唐
宋
と
秦

と

漠
及
に
測
る
こ
と
を
論
ぜ
ん
や
。
（
「
藤
秋
卿
に
与
ふ
」
、
『
小
雲
棲
稿
』

巻
十
一
）

と
い
う
。
明
霞
の
学
統
を
継
い
だ
大
典
が
文
章
を
論
じ
て
「
意
」
や
「
物
」
を

重
視
し
、
「
実
」
に
即
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
中
国

の
「
唐
宋
秦
漢
」
の
範
例
よ
り
も
、
日
本
の
現
実
を
文
章
に
盛
る
工
夫
が
先
行

（
泌
）

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
「
文
、
意
に
因
り

て
転
じ
、
筆
、
物
に
随
ひ
て
運
ぶ
」
文
章
が
必
ず
し
も
儒
者
と
し
て
携
わ
る
べ

き
「
経
術
・
政
事
」
ば
か
り
を
対
象
に
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
察
せ

ら
れ
る
。
そ
の
点
で
春
台
が
「
対
客
論
文
」
（
『
紫
芝
園
後
稿
』
巻
十
五
）
に

お
い
て
明
霞
を
完
膚
な
き
ま
で
に
批
判
し
、

凡
そ
文
章
の
教
は
君
子
に
施
す
所
以
な
り
。
平
安
儒
先
、
乃
ち
斯
道
を
以

お
も
ふ
に

て
小
人
に
訓
へ
ん
と
欲
す
る
は
過
て
り
。
意
者
三
平
も
亦
た
是
の
習
ひ
に

坐
す
る
の
承
。

と
述
べ
て
、
仁
斎
以
来
の
京
の
伝
統
の
中
に
明
霞
を
も
位
置
付
け
て
い
る
が
、

我
々
は
い
ま
や
「
小
人
」
の
儒
学
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
頼
惟
勤
氏
に
よ
れ
ば
、
明
霞
門
の
片
山
北
海
（
一
七
二
三
’
九
○
）
の
主

宰
し
た
混
沌
社
に
お
け
る
北
海
の
態
度
は
「
師
道
を
以
て
自
ら
居
ら
ず
、
従
遊

の
士
は
ゑ
な
朋
友
こ
れ
を
待
す
」
（
頼
春
水
『
師
友
志
』
）
と
い
う
も
の
で
、

（
溺
）

遡
っ
て
明
霞
の
塾
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
明
霞
の
開
か
れ
た
精

神
は
、
京
の
士
壌
に
移
植
さ
れ
た
柤
侠
学
が
咲
か
せ
た
新
し
い
花
で
あ
る
。

五

「
小
人
」
の
儒
学
と
は
何
か
。
士
朗
は
初
め
、
兄
弟
の
「
凍
霞
」
を
見
る
に

見
兼
ね
た
入
江
若
水
に
「
医
と
為
り
、
以
て
生
産
を
治
」
め
る
こ
と
を
勧
め
ら

れ
た
が
、
「
医
は
小
技
」
で
あ
る
と
し
て
そ
れ
を
断
わ
り
、
「
志
」
を
述
べ
て

い
う
。
今
時
「
経
術
」
が
世
の
役
に
立
と
う
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
幸
い
父

母
を
養
う
長
男
が
い
る
の
で
、
明
霞
と
士
朗
は
安
ん
じ
て
「
好
む
所
に
従
ひ
、

以
て
大
業
に
就
け
ば
、
則
ち
三
牲
の
養
を
用
ふ
る
能
は
ず
と
雄
も
、
亦
た
以

て
後
世
に
称
さ
る
に
足
る
。
是
れ
所
謂
る
孝
の
終
な
る
者
に
非
ず
や
」
（
以
上

「
江
子
徹
に
与
ふ
る
書
」
、
『
宇
士
朗
遺
稿
』
巻
五
）
と
。
士
朗
は
ま
た
「
友

も
と

人
某
に
報
ず
」
（
同
上
）
に
お
い
て
「
蓋
し
余
の
父
祖
故
買
人
な
り
。
夫
れ
賢

人
は
不
廉
を
以
て
家
を
成
し
、
亦
た
不
廉
を
以
て
業
を
破
る
。
余
兄
弟
、
其
の

家
に
生
長
し
て
其
の
是
く
の
如
き
を
賤
し
む
や
、
以
為
へ
ら
く
寧
ろ
死
す
る
も

賢
人
と
為
ら
ず
と
。
乃
ち
志
を
立
て
業
を
執
り
、
以
て
此
に
及
ぶ
。
即
ち
未
だ

す
で

一
家
を
成
し
得
ず
と
雛
も
、
業
に
君
子
の
林
に
列
し
、
然
り
而
し
て
人
の
我
を

待
つ
こ
と
敢
え
て
買
人
を
以
て
す
る
莫
き
は
、
則
ち
以
て
初
志
に
酬
ゆ
る
に
足

四
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れ
り
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
「
不
廉
」
ゆ
え
に
「
賀
人
を

賤
し
む
」
と
い
う
の
が
「
吾
が
業
の
由
り
て
立
つ
所
」
（
同
上
）
で
あ
り
、
「
賢

人
」
の
裏
返
し
と
し
て
の
「
君
子
」
が
彼
ら
の
理
想
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。
従
っ
て
経
世
済
民
よ
り
も
、
自
己
を
か
か
る
も
の
と
し
て
形
成
す
る
こ

と
が
先
決
問
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
祖
侠
学
が
い
か
に
無
力
で
あ
る
か
は
繧
説
を

要
し
な
い
。
「
橘
時
中
に
答
る
書
」
（
『
明
霞
遺
稿
』
巻
八
）
に
は
、
当
今
の
儒

者
を
批
判
し
て
、
彼
ら
は
「
我
れ
能
く
聖
人
の
道
を
行
ふ
。
我
れ
能
く
秦
漢
の

文
を
属
す
。
我
れ
能
く
盛
唐
の
詩
を
賦
す
」
と
い
い
な
が
ら
「
退
き
て
其
の
私

を
省
れ
ば
、
乃
ち
一
時
の
悪
小
年
、
曽
て
時
俗
の
行
に
も
及
ば
ず
。
夫
れ
身
は

今
の
俗
に
染
ぶ
て
、
口
は
古
の
道
を
揚
ぐ
、
固
よ
り
君
子
の
恥
づ
る
所
」
古
文

辞
の
詩
文
が
書
け
た
と
こ
ろ
で
何
に
な
ろ
う
、
「
亦
た
時
俗
の
民
な
ら
ず
や
」
と

い
う
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
立
ち
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
祖
侠
の
教

育
が
指
弾
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
次
に
引
く
『
論
語
考
』
巻
六
の
雍
也

篇
「
子
華
、
斉
に
使
す
」
の
条
の
釈
義
の
末
尾
に
、

と
き

夫
れ
天
下
を
治
む
る
、
礼
に
非
ざ
る
則
は
法
、
法
家
未
だ
非
な
ら
ず
。

，
士
、
学
を
為
す
に
礼
楽
に
非
ざ
る
則
は
理
、
理
学
未
だ
非
な
ら
ず
。
明
三
百

年
、
法
と
理
学
と
を
以
て
治
を
為
し
、
其
の
国
容
見
る
可
し
。
日
本
、
古

文
辞
の
学
有
り
て
学
者
多
く
放
蕩
。
物
子
の
門
人
、
其
の
教
に
従
は
ず
、

（
妬
）

抑
も
亦
た
故
有
る
な
り
。

と
書
き
副
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
る
。
明
霞
は
、

「
礼
楽
」
は
既
に
失
わ
れ
て
拠
り
所
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば

「
理
」
や
「
法
」
の
ほ
う
が
ま
だ
し
も
役
に
立
つ
と
考
え
て
お
り
、
「
古
文
辞
」

と
「
放
蕩
」
と
の
間
に
因
果
関
係
を
認
め
て
い
る
。

方
今
、
不
俵
が
見
る
処
は
則
ち
物
子
に
同
じ
か
ら
ず
し
て
、
足
下
に
同

じ
。
（
「
林
君
実
に
答
す
る
書
」
第
二
、
『
明
霞
遺
稿
』
巻
八
）

と
記
し
た
書
簡
に
は
、
ま
た
京
の
儒
学
界
の
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

足
下
洛
に
在
る
者
を
見
ず
や
。
人
に
常
交
無
く
書
に
常
読
無
し
。
抗
願
し

て
帥
に
居
る
者
、
津
を
開
き
て
以
て
人
を
招
く
則
に
は
樛
恭
と
し
て
弟
子

と
称
す
る
者
、
笈
を
負
ひ
て
龍
断
に
上
り
、
終
歳
東
西
に
奔
走
す
る
の

み
。
吾
れ
此
の
輩
と
事
を
共
に
す
る
を
恥
ぢ
て
交
遊
寡
小
、
焉
ん
ぞ
都
下

に
居
る
に
在
ら
ん
。

「
君
子
」
の
儒
者
を
目
指
す
明
霞
に
と
っ
て
、
周
囲
の
儒
者
た
ち
が
「
時
俗
の

民
」
と
選
ぶ
所
が
な
い
と
す
れ
ば
、
「
交
遊
寡
少
」
た
ら
ざ
る
を
得
ず
、
明
霞

の
孤
立
は
必
然
で
あ
る
。

「
書
斎
常
に
寂
翼
た
り
」
に
始
ま
る
明
霞
の
「
秋
日
の
作
十
首
」
（
『
明
霞
遺

稿
』
巻
こ
に
は
、
「
弱
冠
壮
遊
の
志
、
年
々
病
を
如
何
ん
」
（
其
四
）
と
あ

っ
て
、
東
遊
の
希
望
も
病
気
ゆ
え
に
叶
わ
ず
、
「
玩
世
は
吾
れ
何
ぞ
敢
え
て
せ

こ
れ

ん
、
病
扇
自
門
を
杜
づ
」
（
其
六
）
、
「
間
閻
長
く
落
暁
、
兄
弟
共
に
沈
満
」
（
其

八
）
、
「
乾
坤
一
病
夫
、
性
僻
に
し
て
事
還
た
迂
な
り
、
経
術
は
多
く
衆
に
遠

ひ
、
文
章
自
ら
隅
に
向
ふ
、
青
雲
路
の
絶
ゆ
る
に
従
せ
ど
も
、
黄
土
名
の
蕪
せ

ん
こ
と
を
恐
る
、
相
見
る
風
塵
の
色
、
微
躬
幸
に
未
だ
駆
せ
ず
」
（
其
十
）
と

京
の
片
隅
に
病
身
を
寄
せ
て
い
る
様
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
以
上
の
結
果
と

し
て
、
「
寧
ぞ
論
ぜ
ん
当
世
の
事
、
唯
見
る
古
人
の
情
」
（
「
感
有
り
」
其
四

同
上
巻
二
）
の
一
句
が
見
え
る
。
青
雲
の
志
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

非
社
交
性
は
徹
底
し
て
い
て
、
周
南
門
下
の
滝
鶴
台
（
一
七
○
九
’
七
三
）
で

さ
え
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
上
京
の
際
に
門
人
芥
川
丹
丘
（
一
七
一

○
’
八
五
）
を
介
し
て
も
明
霞
と
の
面
会
が
叶
わ
ぬ
こ
と
を
南
郭
に
報
じ
て
い

五
○



（
”
）

る
ほ
ど
で
あ
る
（
南
郭
宛
て
第
一
書
簡
、
『
鶴
台
遺
稿
』
巻
八
）
・
「
君
子
」
の

儒
者
た
ろ
う
と
し
て
孤
立
化
を
深
め
る
ほ
ど
に
、
経
世
済
民
の
儒
者
か
ら
は

「
小
人
」
の
振
舞
い
と
し
て
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
意
識
は
ど
う
あ

れ
、
外
貌
は
文
人
の
観
を
呈
し
て
も
来
、
例
え
ば
「
茗
を
煮
る
歌
」
（
『
明
霞

遺
稿
』
巻
己
に
は
「
衡
門
客
去
り
て
秋
夜
長
く
、
紅
艫
に
茗
を
煮
て
清
香
を

愛
す
。
（
中
略
）
独
坐
自
ら
斜
み
還
た
自
ら
飲
む
、
飲
み
罷
り
て
猶
ほ
自
ら
遣

芳
を
玩
す
、
忘
却
す
心
中
不
平
の
事
、
五
更
の
燈
火
空
堂
に
対
す
」
と
い
う
よ

う
な
清
閑
の
句
が
見
え
る
。
ま
た
あ
る
時
に
は
売
茶
翁
高
遊
外
（
一
六
七
五
’

一
七
六
三
）
の
訪
問
を
受
け
る
。
大
典
の
『
昨
非
集
』
巻
下
に
よ
れ
ば
、
「
売

茶
翁
茶
具
を
携
へ
て
士
新
先
生
を
訪
ひ
、
茶
を
煎
て
之
れ
に
飲
し
む
。
余
も
亦

（
詔
）

た
焉
れ
に
与
る
」
と
し
て
詩
二
首
を
明
霞
に
贈
っ
て
い
る
。
明
霞
は
そ
れ
を

「
九
日
陶
家
酒
を
載
せ
来
り
し
に
、
僧
を
携
へ
茗
を
煮
て
席
上
開
く
」
と
い
う

詩
句
で
受
け
、
更
に
「
茶
味
芥
芳
爽
気
を
添
へ
、
詩
篇
懐
慨
清
風
を
起
す
、

旧
澗
暫
く
塵
外
に
遊
ぶ
こ
と
を
得
れ
ば
、
高
臥
何
ぞ
妨
げ
ん
市
中
に
在
る
を
」

（
『
明
霞
遺
稿
』
巻
五
）
と
詠
っ
て
お
り
、
精
神
を
伸
張
さ
せ
て
い
る
様
が
う

か
が
わ
れ
る
。
ま
た
大
典
が
「
必
端
堂
研
譜
の
序
」
（
『
北
禅
文
草
』
巻
一
）

で
「
昔
者
、
宇
先
生
研
僻
有
り
。
居
貧
に
し
て
力
を
致
す
こ
と
能
は
ず
。
亦
た

未
だ
識
ら
ざ
る
所
多
し
。
今
譜
に
載
す
る
所
、
恨
ら
く
は
先
生
を
し
て
之
れ
を

（
”
）

観
せ
し
め
ず
」
と
付
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
霞
は
所
謂
文
房
趣
味
も
有
し
て

ふ
で
か
け

い
た
・
清
田
僧
嬰
に
よ
る
「
宇
士
新
、
物
数
奇
ノ
筆
淋
、
形
頗
ル
宜
シ
」
（
『
芸

苑
譜
』
）
と
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
る
。
喫
茶
や
文
具
へ
の
関
心
は
、
明
霞
の
非
社

会
性
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
少
数
の
人
々
と
楽
し
ゑ
を
頒
ち
合
う
の
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

賊

大
典
の
「
痙
書
の
銘
」
（
『
小
雲
棲
稿
』
巻
九
）
に
は
、
「
宇
野
士
新
、
亡

す
る
に
臨
み
て
、
其
の
門
に
人
無
ぎ
を
以
て
、
余
を
し
て
其
の
遺
業
を
修
せ
し

む
」
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
大
典
は
遺
稿
を
整
理
し
て
十
数
巻
と
な
し
、
散

逸
を
恐
れ
て
「
北
山
金
閣
の
傍
に
」
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
、
奇
し
く
も
二

十
七
年
前
、
明
霞
を
葬
っ
た
同
じ
日
の
四
月
十
九
日
に
埋
め
て
「
隅
を
立
て

表
」
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
抑
も
士
新
一
生
の
心
力
、
筆
研
に
娼
す
。
則
ち

其
の
遣
霊
殆
ど
此
に
在
り
て
、
彼
に
在
ら
ざ
る
な
り
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

ま
た
明
霞
の
著
述
は
、
『
詩
語
解
』
・
『
文
語
解
』
補
訂
の
ほ
か
、
『
明
霞
遺

稿
』
八
巻
・
未
完
の
主
著
『
論
語
考
』
六
巻
（
た
だ
し
大
典
の
係
わ
っ
た
の
は

三
巻
ま
で
）
・
『
左
伝
考
』
三
巻
な
ど
か
大
典
の
尽
力
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
う
ち
殊
に
『
論
語
考
』
に
見
ら
れ
る
激
越
な
祖
侠

学
批
判
に
よ
っ
て
『
讓
園
雑
話
』
に
は
「
宇
士
新
は
学
術
の
奇
僻
な
る
の
み
な

（
卯
）

ら
ず
言
行
と
も
に
誰
激
な
り
」
と
評
さ
れ
る
が
、
幾
分
か
の
真
実
を
含
ゑ
つ
つ

も
一
面
の
観
察
た
る
を
免
れ
な
い
。

小
論
は
明
霞
Ⅱ
士
朗
の
著
述
を
点
綴
し
な
が
ら
祖
裸
学
と
の
距
離
を
測
っ
て

き
た
が
、
か
く
見
来
た
っ
て
判
然
と
す
る
の
は
、
兄
弟
の
祖
侠
学
受
容
が
「
大

な
る
者
」
は
扱
措
き
、
「
小
な
る
者
」
を
中
心
と
し
た
作
業
で
一
貫
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
爾
後
の
思
想
史
の
流
れ
を
予
顕
さ
せ
て
も
い
る
の
で

あ
る
が
、
や
が
て
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
皆
川
漠
園
（
一
七
三
四
’
一
八
○

七
）
が
学
問
の
方
法
を
論
じ
て
「
然
ら
ぱ
則
ち
学
は
局
事
を
先
に
す
る
や
。
日

は
く
、
勉
め
て
其
の
小
な
る
者
と
常
あ
る
者
と
を
思
へ
」
（
「
学
を
論
ず
」
、
『
漠

へ
瓠
）

園
文
集
』
初
編
巻
一
）
と
述
べ
る
に
及
ん
で
、
改
め
て
明
霞
の
存
在
が
ク
ロ
ー

五
一



ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
寛
延
元
年
刊
本
。

（
２
）
寛
政
十
一
年
刊
本
。

（
３
）
「
日
本
随
筆
大
成
」
第
二
期
第
二
十
巻
所
収
。

（
４
）
大
谷
篤
蔵
氏
編
『
近
世
大
阪
芸
文
叢
談
』
一
九
七
三
年
、
所
収
。

（
５
）
初
編
、
享
保
十
二
年
’
四
編
宝
暦
八
年
刊
本
。

（
６
）
寛
政
三
年
刊
本
。

（
７
）
宝
暦
十
年
刊
本
。

（
８
）
第
四
章
第
一
節
、
一
四
五
頁
。

（
９
）
寛
政
八
年
刊
本
。

（
、
）
明
和
九
年
刊
本
。

（
Ⅱ
）
享
保
十
七
年
序
写
本
。
以
下
引
用
は
す
べ
て
、
本
書
の
現
存
を
御
教

示
い
た
だ
い
た
日
野
龍
夫
先
生
よ
り
拝
借
し
た
原
本
中
村
幸
彦
博
士
蔵

本
の
写
真
版
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
稿
を
明
霞
ｌ
士
朗
論
と
し
て

組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
岨
）
「
日
本
詩
話
叢
書
」
第
六
巻
所
収
。
な
お
勢
紹
述
は
文
章
が
奇
渋
、

解
大
紳
は
草
書
に
巧
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
昭
）
「
漢
語
文
典
叢
書
」
第
一
巻
所
収
。

（
Ｍ
）
同
上
。

（
燗
）
「
日
本
儒
林
叢
書
」
第
一
巻
所
収
。

（
賂
）
み
す
ず
版
『
荻
生
沮
棟
全
集
』
第
二
巻
所
収
。

（
Ⅳ
）
前
掲
、
日
野
氏
「
入
江
若
水
伝
資
料
」
参
照
。

（
肥
）
承
す
ず
版
全
集
第
十
七
巻
所
収
。

（
的
）
『
讓
園
雑
話
』
に
は
「
度
量
考
を
印
行
せ
ら
る
上
時
、
算
に
校
合
た

の
ま
る
く
し
と
竹
渓
云
は
れ
た
れ
ば
、
侠
翁
少
々
違
あ
り
て
も
苦
し
か

（
付
記
）
引
用
の
漢
文
は
適
宜
書
き
下
し
、
新
字
体
に
改
め
た
。

ら
ず
と
云
は
れ
た
れ
ど
も
、
無
理
に
す
上
め
て
中
根
元
珪
に
頼
ま
れ

た
り
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
。
ま
た
元
珪
の
『
皇
和
通
歴
』

に
は
沮
侠
が
「
序
」
を
認
め
て
い
る
（
『
祖
侠
集
」
巻
九
）
・

（
釦
）
前
掲
『
支
那
俗
語
文
学
史
』
第
四
章
第
三
節
一
五
九
頁
以
下
、
お
よ

び
宗
政
五
十
緒
氏
「
近
世
中
期
に
お
け
る
白
話
小
説
家
た
ち
」
ほ
か

（
『
日
本
近
世
文
苑
の
研
究
』
一
九
七
七
年
）

（
別
）
日
本
思
想
大
系
『
荻
生
祖
裸
』
所
収
。

（
犯
）
享
保
十
三
年
序
刊
本
。

（
羽
）
宝
暦
二
年
刊
本
。

（
型
）
宋
元
画
の
手
本
で
は
な
く
「
親
し
く
物
に
即
き
て
筆
を
舐
」
（
「
若
沖

居
士
寿
蔵
偶
銘
」
、
『
小
雲
棲
稿
』
巻
九
）
め
よ
う
と
し
た
京
都
奇
想

派
・
伊
藤
若
沖
（
一
七
一
六
’
一
八
○
○
）
の
面
論
が
想
起
さ
れ
る
。

大
典
と
若
沖
に
は
親
交
が
あ
っ
た
。

露
）
「
大
阪
の
混
沌
社
ｌ
江
戸
時
代
後
半
期
の
漢
詩
社
ｌ
」
（
『
斯
文
』

第
四
八
号
、
一
九
六
七
年
）
十
四
頁
。

（
邪
）
享
和
二
年
刊
本
。

（
”
）
安
永
七
年
刊
本
。

（
詔
）
宝
暦
十
一
年
刊
本
。

（
羽
）
寛
政
四
年
刊
本
。

（
釦
）
「
続
日
本
随
筆
大
成
」
第
四
巻
所
収
。

（
瓠
）
寛
政
十
一
年
刊
本
。
な
お
拙
稿
「
皆
川
棋
園
の
周
辺
Ｉ
」
（
『
宮
城

工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
第
十
八
号
、
一
九
八
二
年
）
二
○

頁
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

五
一

一


